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金
滞
古
蹟
志
血
管

ハ叫
A
d

に
も
此
の
故
事
を
載
せ
た
り
。
訟
も
ふ
に
相
州
の
金
海
も
東
鑑
に
は

金
洗
滞
と
あ
り
。
共
の
地
名
の
種
協
同
意
の
故
事
よ
り
起
れ
る
に

や
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
-X
ふ
。
金
穆
を
今
か
ね
ぎ
は
、
或
は

か
た
ざ
は
と
も
呼
ペ
り
。
何
れ
正
訓
た
る
事
知
れ
歩
。
と
い
へ
り
。

平
次
按
守
る
に
、
天
正
十
三
年
間
λ
月
七
目
、
盟
臣
秀
吉
公
朱
印
の

俄
字
文
に
、
左
の
如
く
か
友
ざ
わ
と
載
せ
給
へ
り
。

廿
五
日
・
廿
九
日
の
御
ふ
み
一

E
K
見
A
7
0
と
の
訟
も
て
の
事
、

ぐ
ら
の
す
け
色

f
¥た
げ
を
候
ま
‘
¥
〈
に
を
め
し
あ
げ
、
い
の
ち

迄
た
す
け
・
あ
し
よ
わ
り
ど
も
ま
で
も
と
と

λ
¥〈
、
昨
日
は
や
京

ま
で
さ
し
の
ぼ
せ
候
。
か
ん
た
ぶ
ん
す
と
し
と
ら
せ
丹
市
の

吋
じ
る
迄
と
と
件
、
く
わ
ら
せ
候
。
ゑ
っ
ち
う
を
ぽ
叉
ざ
へ
も
ん
に

つ
か
は
し
候
。
は
や
ひ
ま
を
あ
け
候
ま
L

、
と
や
ま
よ
り
き
の
ふ
と
た

み
山
ま
で
む
ま
を
訴
さ
め
供
。
け
ふ
は
か
左
ぎ
か
へ
と
し
申

oi。

ゑ
ち
ぜ
ん
き
た
の
し
や
う
に
位
、
四
・
五
日
と
う
り
う
候

τ、
く
に

の
訟
き
め
た
E
申
つ
け
候
て
、
四
日
ご
ろ
に
は
大
坂
へ
.
か
へ
り
候
は

ん
ま
L
、
と
L
る
や
す
か
る
ぺ
〈
候
。
叉
き
あ
ひ
も
よ
く
候
。
ふ
み

を
乱
伐
%
u
d
う
〈
候
ま
へ
か
L

せ
て
と
し

oioめ
で
た
く
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壬
八
月
七
日

ひ

で判
官

一

と

ほ

右
は
越
中
佐
々
成
政
経
伐
の
時
也
。
此
の
親
密
に
搬
れ
ば
‘
か
た
ざ

は
と
天
正
十
三
年
の
頃
呼
ぴ
た
り
し
事
知
ら
れ
た
り
。
倫
此
の
外
に

も
見
え
け
る
獄
。
叉
三
州
志
来
因
概
覧
に
挽
涯
の
人
々
、
脊
を
好
む

よ
り
加
貨
を
賀
蘭
州
、
金
滞
を
金
陵
と
書
け
り
。
新
井
白
石
文
集
共

の
徐
諸
名
家
文
集
に
も
往
々
見
ゆ
。
叉
或
は
金
調
仰
を
金
府
、
金
滞
携

を
金
城
と
書
け
り
。
是
も
E
法
に
非
宇
と
い
へ

E
も
、
皇
国
百
五
十

年
省
語
の
通
例
な
り
と
。
さ
て
奮
藩
中
は
金
滞
町
を
城
下
の
線
鋭
に

せ
し
か
ど
、
慶
藩
後
明
治
十
一
年
十
二
月
、
東
京
府
以
下
諸
府
膝
下

郡
直
改
正
に
付
き
、
金
津
町
を
金
海
軍
と
競
し
、
区
内
を
七
連
直
に

分
け
た
り
し
が
‘
同
廿
二
年
六
月
、
市
町
村
制
に
依
り
て
‘
金
津
市

と
競
し
、
市
中
を
十
三
置
に
分
ち
た
り
。

。

市

中

沼

草

金
津
市
中
は
、
天
正
年
間
佐
久
間
盛
政
在
城
の
頃
は
、
未
だ
飢
世
の

際
友
り
し
故
に
、
甚
だ
狭
少
の
城
下
に
て
、
漸
く
初
め

τ市
街
を
建

て
、
町
名
を
呼
ぽ
し
め
た
り
と
い
ふ
o
博
伽
雑
談
に
云
ふ
。
佐
久
間

玄
饗
尾
山
在
械
の
頃
、
本
町
を
尾
山
八
町
と
云
ふ
。
所
鯛
商
町
・
堤

町
・
南
町
・
金
屋
町
・
松
原
町
・
安
江
町
・
材
木
町
・
近
江
町
是
危
り
と
。

但
し
右
ー
八
町
も
‘
今
存
す
る
町
地
に
は
非
宇
。
八
町
の
内
西
町
は
、

佐
久
間
氏
の
時
尾
山
城
の
正
門
の
向
ひ
に
あ
り
。
堤
町
は
共
の
時
代

城
内
に
あ
り
。
南
町
は
共
の
時
妓
の
甫
際
に
あ
り
。
故
に
南
町
と
い

ふ
。
金
屋
町
は
共
の
時
後
の
金
谷
門
前
に
あ
り
。
松
原
町
は
共
の
時

松
原
門
前
に
あ
り
。
材
木
町
は
共
の
時
今
の
紺
屋
坂
越
に
あ
り
。
安

江
町
・
近
江
町
は
共
の
時
代
も
今
の
地
也
と
云
ひ
停
へ
た
り
と
、
三

州
志
来
因
櫛
覧
に
い
へ
り
。
加
府
事
瞭
賃
銀
に
一
試
ふ
。
昔
金
海
城
地

に
・
本
源
寺
あ
り
し
頃
は
‘
今
云
ふ
御
門
前
町
不
一
防
門
の
前
渇
り
松
原

町
、
共
の
頃
は
此
の
漣
町
端
に
て
.
機
多
段
ど
居
住
し
.
松
原
・
な
る

に
依
り
て
町
名
と
す
と
。
叉
云
ふ
。
右
穣
多
共
を
後
に
尾
張
町
柏
木

橋
漣
へ
追
出
し
た
り
。
材
木
橋
越
は
小
鳥
網
梯
場
何
十
ク
所
の
内
・
な

り
と
一
宮
ひ
停
へ
た
り
。
叉
此
の
懸
作
と
呼
ぺ
る
地
は
、
昔
は
河
原
に

て
、
一
方
の
岸
昨
に
模
作
し
て
縫
か
に
商
庖
を
開
き
居
た
り
し
が
、

後
土
地
を
築
き
立
て
町
地
と
成
し
た
れ
ど
?
遺
穏
を
存
し
て
今
に
懸

作

p
と
呼
べ
る
也
と
。
亀
尾
記
に
も
此
の
事
を
記
載
し
て
、
八
回
国

卒
家
穏
に
時
-
殺
す
と
い
へ
り
。
さ
て
右
八
町
の
外
は
都
て
耕
地
に

て
‘
村
落
ど
も
市
街
に
接
続
し
、
今
一
疋
ふ
中
町
・
尾
援
町
の
漣
に
小

金
滞
古
蹟
志
巻
一

坂
村
あ
り
。
故
に
今
に
至
り
大
手
先
を
小
坂
口
と
呼
ぴ
、
俗
に
を
さ

か
の
し
た
と
い
へ
り
。
是
い
に
し
へ
小
坂
の
村
落
、
城
郭
の
向
う
に

あ
り
し
故
也
と
。
叉
新
町
・
今
町
議
に
久
保
市
村
あ
り
。
上
堤
町
議

に
木
，
新
保
村
、
近
江
町
過
に
今
市
村
、
安
江
町
・
安
江
木
町
濯
に
安

江
村
、
石
浦
町
に
下
石
浦
村
、
百
姓
町
に
上
石
浦
村
あ
り
。
叉
材
木

町
・
叙
先
辻
漫
に
岡
井
村
あ
り
。
小
立
野
出
沼
町
・
石
引
町
議
に
山
崎

村
あ
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
右
等
の
僻
説
共
・
K
て
、
佐
久
間
氏
の
時

代
に
、
今
の
町
地
は
多
分
耕
地
た
り
し
事
知
る
ぺ
し
。
さ
て
前
回
家

と
成
り
に
し
後
も
、
園
初
の
頃
は
狭
少
た
り
し
と
見
え
て
、
寛
文
十
二

年
の
箕
浦
高
良
筆
記
に
、
丹
初
加
賀
守
殿
小
松
の
城
主
に
て
松
任
も

領
知
の
頃
‘
利
家
卿
宮
腰
よ
り
般
に
て
御
上
帯
、
御
茶
道
以
下
陸
遁
h
y

I
京
の
蕗
、
松
任
に
て
争
論
設
し
、
松
任
の
者
共
御
茶
道
を
打
殺
す
。

利
家
卿
よ
り
加
賀
守
殿
へ
御
厨
の
属
、
町
並
百
人
召
捕
進
上
被
v
致、

共
地
に
て
成
敗
可

h
p成
と
也
。
此
金
津
安
江
町
能
登
屋
あ
た
り
三

味
張
付
場
な
り
。
利
家
卿
紫
の
袖
悲
し
初
織
に
て
、
安
江
町
に
御
馬

立
て
‘
張
付
共
を
御
覧
被
v
成
。
と
あ
り
。
右
安
江
町
は
尾
山
八
町
民

て
、
佐
久
間
氏
在
披
の
頃
建
て
ら
れ
し
町
地
に
て
、
升
形
橋
越
は
共

の
時
代
の
街
尾
な
り
と
も
い
へ
り
。
さ
れ
ば
利
家
卿
入
部
し
給
ふ
後

ニ
九




